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・  解答は解答用紙のマークに記入 して提出せよ.

問題 1図 ゴの2つの展開形ゲームについて,部分ゲーム完全均衡を求めよ.答は表 1にお

いて,各プレイヤーが情報集合で選択する代替案 (″ かyか,ま たはzか りかりを記入しな

さい。ここで情報集合〃″はプレイヤー jの′番目の情報集合を表しており,利得は左にプ

レイヤー 1,右にプレイヤー 2が与えられている.
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図 1:部分ゲーム完全均衡を求めよ
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表 1:図 1のゲームの解

エ

匿

諄
」

一　

　

　

一

■

―
Ｉ
Ｊ

一
　

２

一

一
ｒ
ｌ

一

一
口
■

一

匡
日
」

nabe
テキストボックス
解答



ゲーム理論 2期末試験

問題 22つの企業 r企業 1と 企業 2ノ が同質財を供給し,複占市場でクールノー競争をしてい

るものとする.企業 1と 企業 2の生産量の合計を0と したとき,財の価格pは P=180-0
で与えられるとしよう.企業 1は,限界費用が 72と 高い場合と,36の低い場合があるとす

る.前者を高費用タイプ,後者を低費用タイプと呼ぶことにする.企業 2の限界費用は48

とする_企業 1は 自分のタイプが分かつているが,企業 2は分かっておらず,高費用タイ

プと低費用タイプをそれぞれ確率 :と :と して推測しているものとする.以下の問いに答

に当てはまる数値を答えなさい .

問 1企業 1高費用タイプの生産量を■1″ ,企業 2の生産量を■2と する.企業 1高費用タイ

プの最適反応関数 (利潤を最大にする生産量)は
I

srE : - rr2 +

Ltr6.

問 2ベイズナッシュ均衡における企業 1高費用タイプの生産量は ,企業 2の生産

量 は である.

ぜ
′

間 3ベイズナッシュ均衡における企業 1低費用タイプの価格は である.

問題 3多数のプレイヤーが,毎期ランダムに多くのプレイヤーと出会い 2人でゲームをす

る.図 2に示した利得表は,こ のゲームのプレイヤー 1の利得を表している。プレイヤー

1と 2の利得は対称的である.各プレイヤーは,このゲームの戦略 Aと 戦略 Bの どちらか

を選ぶことになってお り,期間中変えることはない.各期の最初に,各戦略を選んでいた

プレイヤーのうち,僅かな比率のプレイヤーだけが戦略を変え,ほ とんどのプレイヤーは

前の期と同じ戦略をとる.

ここで各期の最初に戦略を変えるプレイヤーは,すべて前の期の平均利得が高いプレイ

ヤーの戦略に変更するとする.次の問いに答えなさい_

ヤー2
A

ブレイヤー

A

図 2:各 タイプに対応する利得行列

問 1このゲームのナッシュ均衡は (均衡 1)すべてのプレイヤーが五を選ぶ,(均衡 2)すべ

てのプレイヤーが3を選ぶ,(均衡 3)すべてのプレイヤーが確率pで Aを選び,1-p

で β を選ボの 3つである.こ こでP= ある。 ,,ft I yra,:rifiz

間2上記の θつのナッシュ均衡の中で,進化ゲームの安定な定常状態に対応する均衡はど

れか。当てはまる均衡の番号 (1,2,3〉 を全てマークし,ない場合は0をマークせよ.

間 3■ (0)=0.2の とき,進化ゲームの定常状態は,上記の均衡のどれに対応するか
'当

て

はまる均衡の番号 (1,2,3)を 全てマークし,ない場合は 0をマークせよ.
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問題 41,2,3の 3人の女子をム B,σ の4人の男子とマッチングする.各個人の好み

は以下のように与えられているとする。

女子の好み
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このとき,女子が好

チングの結果は,1-
み を る受 れ保留 (Gαle―SLαpιθυアルゴリズム)のマッ

となる.マ ッチングする相手を求め ,

→ 一

,

2 Q

ア にAβ ,Cをマークせよ.

問題 5以下の 3人ゲームを考えよう。なお,説明において各プレイヤーの利得はカッコの

左から順にプレイヤー 1,2,3の利得を表 している.例えば (4,5,6)は ,プ レイヤー 1の

利得が 4,プレイヤー 2の利得が 5,プレイヤー 3の利得が 6であることを表す.

oまずプレイヤー 1が最初にαからを選ぶ.こ こでαが選ばれればゲームは終 り,利得

は (3,1,2)である.

●プレイヤー 1が bを選べば,プレイヤー2が cか dを選び,プレイヤー3が eか ∫を

選ぶ.プレイヤー2と 3の選択は同時である。

一 ここでプレイヤー2が c,プ レイヤー3が eを選べば利得は(2ュ ,4).

― ここでプレイヤー2が c,プ レイヤー3が ∫を選べば利得は(5,4,6).

― ここでプレイヤー2が d,プ レイヤー3が cを選べば利得は(1,0,6).

― ここでプレイヤー2が J,プ レイヤー3が ∫を選べば利得は(2,1,4).

次の問いに答えなさい.混合戦略は考えなくて良い.答は,下の戦略の組から選び当ては

まるものをすべてマークせよ (複数あるときは複数マークし,ない場合θをマークせよ.ノ

問 1(戦 略形ゲームに変換 し)ナッシュ均衡をすべて求めよ

間2支配されないナッシュ均衡を求めよ.

問3部分ゲーム完全均衡を求めよ.
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問題 62人戦略形ゲームにおいて,プ レイヤー 1にはタイプん タイプ Bの 2つのタイプ

があるような不完備情報ゲームを考える。図 θは,こ の 2つのタイプに対応する利得行列

である.プ レイヤー 1は 自分のタイプを知っているが,プ レイヤー 2は相手のタイプが分

からず,タ イプスである確率をP,タ イプ 3である確率を1-Pで推測している.

問 lp=:の とき,純粋戦略のベイズナッシュ均衡をすべて求め,以下の選択肢から選

びマークせよ.こ こで ((臥 D),L)は ,プ レイヤー 1の タイプスがυを,タ イプ 3が Dを ,

プレイヤー 2が ιを選んでいる戦略の組を表す.混合戦略は考えなくて良い.複数ある時

は複数マークせよ. 
①

プレイヤー1がタイプAのとき       プレイヤー1がタイプBの とき
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図 3:各 タイプに対応する利得行列
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問2((D,の ,2)がベイズナッシュ均衡となるのは,p≦ ある.
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